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ジング）が生んだ画一的で一方的な住環境を改善す
るために、オランダでオープンビルディングの理論
と実験プロジェクトが研究された。工業化による生
産の合理化の中で、設計の多様性と居住性のフレキ
シビリティーを達成する目的で、オランダの SAR（建
築研究所）が実験的ハウジングを建設した。建築の
部品をオープン化し、それを取り換えることによっ
て自由な設計を確保し、最終的には建築を長持ちさ
せるといった考え方である。
〈アーバンティッシュの欠落〉
スケルトン・インフィル建築として展開してきた日
本の考えた方には、街並み、都市空間レベルでの住
民、利用者の介入がなくなっている。
0. はじめに
戦後の経済成長から高度な資本主義により建築や都
市は代謝を繰り返してきた。現代になってスクラッ
プアンドビルドとして批判され建築のつくられ方か
ら考えられるようになった。しかし、建築によって
構成されている都市は資本主義先行による代謝が繰
り返されている。
そこで、様々なインフラの上に成り立つ現代の生活
と同じように、建築のつくられ方も基盤としてのイ
ンフラが必要なのではないかと考える。
街の生活を支えているものは上水道、下水道、電気、
ガス、電話のような社会生活・社会経済産業基盤だ
けでなく、学校や病院などの公共施設もインフラと
して数えられる。そういった公共施設が街の表情を
変えるように、インフラには支える役割と風景を作
り出しているものだと考えられる。
再開発が頻繁に行われている月島を敷地とし、ケー
ススタディとして木造密集地域の様々な条件を担う
インフラ、またそこに住まう集合住宅を提案する。
1. 基礎研究
〈オープンビルディング〉
オープンビルディングは 1960 年代、オランダ人建
築家ニコラス・Ｊ・ハブラーケンの著書『サポート、
マスハウジングに代わるもの』で論じられたもので
ある。戦後のヨーロッパの大量供給住宅（マスハウ
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できるインフィルスケルトンを提案する。
4. 結章
〈結び〉
東京をはじめとした都市部では多くの再開発により
風景が一変してしまう街が多くある。
再開発には建築の強さと儚さが両方表れていると考
える。古い建物が壊され、かつての風景が一変して
しまうような情景を生む儚さと対照的に、新しくで
きる建築の強固な大きさや重さのようなものに着目
した。
機能不全を起こした地域を、従来の枠を超えた概念
を持つインフラにより再生を図っていく。この提案
がプロトタイプとして地域のあらゆる要件を支えた
インフラとなることを期待する。
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2. 敷地
〈東京都中央区月島〉
現在、月島と呼ばれている場所は月島１号地という
明治期の埋め立て後に市街地化したところで多くが
戦災を逃れたために下町らしい市街地が残ってい
る。同時に、古くからの住民が多く、路地を介した
下町らしいコミュニティがみられることがある。銀
座や東京駅にアクセスが良く、湾岸部開発などによ
り月島地区は再開発が頻繁に行われている。敷地で
ある月島一丁目・三丁目は木造密集地域で、建物の
老朽化や防災といった側面から改善策として一度更
地にし、タワーマンションを建てるといった手法が
とられる。
3. 提案
〈再開発要件〉
一度、更地にし、高容積のマンションを建てる手法
に対し、月島での提案モデルは少ない敷地面積での
開発を行う。既存住戸と合わせた最大の住戸数は再
開発事業より上回ることになる。
〈スケルトンシステム〉
既存の路地に対し土地単位でスケルトン（構造躯体）
を立ち上げる。このスケルトンは配管や住戸を支え
るインフラとしての機能を持つインフラスケルトン
で、土地単位で立ち上がったスケルトンは、路地の
風景を継承する。
スケルトンの間に入る構造用以外のスラブは従来の
概念のインフィルのように自由に取り換えることが
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